
区長・町内会長意見交換会 意見概要 

 

○栗源地区 

 

（復興計画について） 

・予算の裏付けをしっかりしてほしい。また計画の内容について、広報紙で周

知願いたい。 

・計画の進捗状況等を逐次、公表してほしい。 

・復興計画に異議を申す人はいないと思うが、従前から行ってきた事業につい

てもしっかり継続してもらいたい。 

 

（復旧について） 

・栗源分遣所の整備の具体的なスケジュールを明示してほしい。また、整備に

当たっても規模的に余裕のある施設整備をお願いしたい。 

・栗源公民館などは、地盤が悪い場所に建てている。今後、公共施設を整備す

る場合は、もう尐し地盤の良い所にお願いしたい。 

・田部にある老人福祉センターが震災後に使用できないので不便である。早期

に今後の方向性を示してほしい。 

・県管轄の道路や河川の本格復旧に係るスケジュール等の情報提供をお願いし

たい。 

 

（防災体制、情報提供等について） 

・各支所に水や食料等の備蓄があるのであれば、市民に十分な周知してもらい

たい。また備蓄については、区などのコミュニティ単位への備蓄を奨励して

はどうか。 

・地域的に土砂災害の危険性が高いので、危険地域の周知等に努めてほしい。 

・佐原地区の被害が大きかったのは理解できるが、全てを本庁に集約するので

はなく支所のことも考慮願いたい。 

・区の組長や班長が中心になって高年者世帯等の安否確認を行ったが大変だっ

た。今回は問題なかったが、心配な事項である。 

 

（その他） 

・見舞金の増額等について検討願いたい。 



○佐原地区 

 

（復興計画について） 

・復興計画もＰＤＣＡサイクルにより、確実に実行してもらいたい。また財源

の確保が大切である。 

 

（復旧について） 

・水道管が仮設配管で露出しているため、この夏、水道水が熱かった。今後、

冬の凍結が心配であるので、断熱材を巻くなど対策をお願いしたい。 

・小野川をできるだけ震災前と同じ状態（もとの形）に復旧してもらいたい。 

・側溝についても下水道同様に十分な整備をお願いしたい。 

 

（防災体制、情報提供等について） 

・情報連絡体制の充実とあるが、日頃からの訓練が大切である。 

 

（その他） 

・浄化センターから発生する汚泥の放射能が心配である。 

・応急仮設住宅への入居期限は 2 年以内に限られているが、その入居期限の延

長等を検討してもらいたい。  

・大倉地区は低地のためすぐに冠水等が発生する。台風等の集中豪雨時の対策

について検討願いたい。 

・震災前の要望事項が、災害復興が優先されるため、いつ実施してもらえるの

かわからない。震災前の要望についても、できるだけ実施時期等を明示して

もらえると助かる。 

・十間川をもっときれいに。また十間川と両総用水の桜をもっとＰＲしてはど

うか。 



○小見川地区 

 

（復興計画について） 

・今回の大震災のような災害に対しては、防災ではなく減災という考え方があ

ってもいいのではないか。 

 

（復旧について） 

・利根川護岸は、スーパー堤防の整備を促進してはどうか。 

・道路の陥没等が非常に多いが、復旧に当たっては水道や下水道と連携し効率

的な整備をお願いしたい。 

・下水道の本格復旧のスケジュールをできるだけ早く明示してもらいたい。 

・スポーツコミュニティセンターの体育館が未だに使えない。早急な対応をお

願いしたい。 

・県道沿いに住んでいるが、震災後、大型トラック等が通ると振動が大きくな

った。是非とも、市から県に調査等の依頼をお願いしたい。 

 

（防災体制、情報提供について） 

・今回のような停電に備え避難路などに、太陽光を利用した誘導灯などを設置

してはどうか。 

・小学校の近くに設置してある青色蛍光灯は、より目立つ黄色などの蛍光灯が

いいのではないか。 

・利根川をさかのぼる津波被害の想定も必要ではないか。また利根川の土手が

決壊した想定も必要ではないか。 

 



○山田地区 

 

（復興計画について） 

・予算の裏付けをしっかりしてほしい。 

・例えば液状化対策など、市でできることと、国県等がやることをはっきりさ

せる必要があるのではないか。 

・府馬地区でも液状化により多くの建物に被害が出ている。特に避難場所であ

る青年館が被災していることもあり、液状化の発生について計画書の中に明

記をお願いしたい。 

 

（防災体制、情報提供等について） 

・独居老人等が地域で取り残される傾向にある。今後は、見守り体制の構築な

ど、人と人とのつながりをより強くする必要がある。 

・災害時の緊急時相互応援協定であるが、広域的な災害を想定し、近隣の市町

村だけではなく、遠方の市町村とも締結すべきである。 

・特に災害対応については、従来のように身近な支所で全て対応してくれるこ

とが望ましい。 

・特に水道の復旧関係の情報について、もう尐し詳細な情報を流してもらいた

かった。 

・防災行政無線が聞き取りづらい。 

 

（その他） 

・災害に乗じて、屋根が損壊した家にブルーシートをかけるだけで高額な請求

をする悪質な業者がいるとの話がある。もし市でそのようなことを把握した

場合は、回覧等で周知願いたい。 

・吉野平地区では、集中豪雨のたびに、増水・冠水している。昔から何度も要 

望を出しているので対応願いたい。 

・合併特例債を十分に活用すべきである。 

 

 


